
会 議 要 録 

名   称 令和３年度 第１回西予市社会教育委員会 

事 務 局 

西予市教育委員会教育部生涯学習課生涯学習係 

TEL：0894-62-6415 

FAX：0894-62-0692 

開 催 日 時 令和 3 年 7 月 13 日（火）13：30 ～ 15：23 

開 催 場 所 西予市教育保健センター ４階 大ホール 

出席者 
委  員 15名／20名 

事務局 16名 

議事内容(要旨) 

1. 開会あいさつ     西予市社会教育委員会委員長 

 

2. 教育部長あいさつ    西予市教育委員会教育部長 

 

3. 協議事項 

（１）2021年度西予市教育基本方針について 

   事務局説明 

 

（２）2021年度活動計画について 

   担当者ごとに説明 

【質疑・意見】 

副委員長：公民館審議委員を選任するにも、過疎・高

齢化の町では難しい。また、公民館活動でどれ

だけ良い事業を計画・実施しても、参加する方

がいない。公民館運営審議会として、どのよう

な活動普及、管理、振興をされているのか、参

考までに聞きたい。 

 

公民館係長：公民館運営審議委員は、条例で 15 名以内

となっているが、現在、おおむね 10 名以内の方

を各地域で選任・任命し、会を運営している。各

地区とも年２～３回審議会を開催しているが、形

骸化している側面もあろうかと思う。 

   今後、公民館が地域づくり活動センターに移行す

るにあたり、市民検討委員会の答申では、公民館

運営審議会に代わる組織も検討が必要であると

示されているが、事業計画を審議、評価していた



だくうえで、形ある組織になることが必要だと考

えている。 

 

生涯学習課長：公民館行事に参加者を呼び掛けてもなか

なか集まらないということについて、私も以前か

ら心配していた。今回地域づくり活動センター化

するにあたり、地域づくりに関わろうとする皆さ

んがセンターに集まり、出入りをされるようにな

ることで、地域のニーズに沿った新しい社会教

育、生涯学習が生まれてくるのではないかと期待

している。 

 

委員長：三瓶の報告で防災活動についての報告がなかっ

たように思うが、公民館、分館でどのような防災

活動を行っているのか。 

 

三瓶教育課長：三瓶において防災関係の訓練は、分館が

主になって行っている。その中で地区公民館が協

力できることがあれば協力している。 

   公民館の事業として避難訓練を全く実施してい

ないわけではなく、小学校、保育園等が避難訓練

する際に関わったりしている。 

 

委員：仕事上で西予市全地区公民館便りを見せていただ

く機会があり、とても楽しく活動されているのが

分かる。特に三瓶南公民館の『広報みしま』のク

オリティーが高く、写真も綺麗で素晴らしい。 

   昨年の計画書では、横林公民館が、一昨年と比べ

てガラッと変わった計画を立てておられ、今年は

どうかと見てみたら、新しい目標、活動計画を立

ててこられたので、さすがだと思って見せていた

だいた。 

   昨年の活動報告を聞いても、コロナで中止事業が

多いだろうなと思っていたが、そこを上手に工夫

され、違う視点から事業を実施されたりしてい

て、公民館主事さんが頑張っておられるのが見え

たが、今年度の計画を見ると、その良いものがあ

まり見えてこない。目標、計画書の内容がずっと

一緒という所が多い。教育課の計画と公民館の計



画が97％位同じという所もある。とても残念であ

る。 

   来年度、もう少し変わったものにしてもらったら

なと思う。 

 

生涯学習課長：貴重なご意見、ありがとうございます。

昨年度も同じ様なご意見をいただき、恥ずかしい

限りである。 

   もう少しアピールするよう指導していく。 

 

副委員長：明浜町公民館４館で何か一つのことを実施し

ようと思っても、高齢化社会なので足がない。行

政で簡単に使える足が欲しい。明浜町にはマイク

ロバスもあるが、毎日使わずにいる。団体では事

前に申込みをしていれば、年に２～３回は使わせ

てもらう。それ以外に町内で何かある際には自分

で何とかしなければいけないが、運転免許証を返

納する高齢者も増えていて足がない。 

マイクロバス、スクールバスを正規の公民館事業

の際には連絡さえすればすぐに使わせていただけ

るようにしてほしい。ガソリン代位は使う組織が

出してもらったのでいいだろう。西予市の中で困

っている地域がどんどん増えているので、ぜひ行

政で足の確保をしていただくよう検討してほし

い。 

 

生涯学習課長：市のバスを運行するのに、非常に厳しい

運輸局からの縛り、制約がある。もっと使いやす

くならないか、課題に感じているところである。 

 

委員長：キャンプ事業で３倍を超える応募があったとの

ことだが、コロナ禍で需要は増えてきていると思

う。 

   西予市では明浜に大きなキャンプの拠点施設が

あると思うが、もっとピーアールすれば需要を掘

り起こせるのではと思う。 

 

スポーツ・文化課長：現在、施設予約もネット上ででき

るようになっている。今後、ホームページなどい

ろいろな方法で周知していきたい。 



 

委員：明間地区は災害があったので防災に力を入れてお

り、計画書を見ると野村地区もいろいろ防災活動

をされているのが分かるが、宇和公民館区との温

度差が気になる。 

   職場が宇和公民館区内にあるが、地域づくり活動

センターについても、周知が十分でない気がする

し、防災意識についても同じで、訓練などもっと

皆の意識を向上できるようなことがあればいい

と思う。 

 

生涯学習課長：確かに、地域づくり活動センターの話を

とっても、過疎が進んでいて地域課題が山積して

いる地域は、活動センターに関心を寄せられてい

る所が多いが、中途半端に街である卯之町（宇和

公民館区）では、少しのんびりしている感がある。 

   市には復興計画があり、その中で教育委員会とし

て防災教育の推進についてもうたわれているの

で、この社会教育計画の中に盛り込めるくらい意

識を高めていきたい。 

 

委員：事業計画のマンネリ化とはいうが、私たち婦人会

や、老人クラブなどは、高齢化率も高く、会員も

減少しているので、毎年同じ様なことを繰り返し

できることをありがたく感じる時もある。一生懸

命同じ様なことを繰り返す中で、違う面から新し

い楽しみを生み出せるのではないかと思う。 

   それと、青少年教育の「えひめ丸体験」とはどう

いった活動か。 

 

生涯学習係長：市愛護班が主催するもので、市内小学生

に募集をかけて、宇和島水産高校の実習船「えひ

め丸」を見学し、まぐろの解体見学をしたり、そ

れを試食させていただいたりする体験事業であ

る。昨年はコロナの影響で中止となっている。 

 

生涯学習課長：毎年、支部の脱会・解散や、会員の減少

率を気にかけながら、今年も昨年と同じ行事がで

きたなど、リアルな言葉をいただいたと思う。そ



ういった面も含め、団体の育成、維持を考えなが

ら、継続して生涯学習を進めていきたいと思う。 

 

（３）西予市地域づくり活動センター市民検討委員会 

         公民館分館制度分科会の報告について 

   事務局説明 

    質疑・意見なし 

 

（４）令和３年度成人式について 

   事務局説明 

    質疑・意見なし 

 

（５）その他 

   ・中国・四国地区社会教育研究大会愛媛大会について 

    委員長説明 

 

   ・宇和プールの開放について 

    スポーツ・文化課長説明 

 

   ・文化的景観保護推進事業（明浜：春日神社）について 

 

   ・愛媛国際映画祭2021について 

 

4. 閉会あいさつ            副委員長 

15：23終了 

 


